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医療法人財団友朋会嬉野温泉病院

０２第43回友朋会秋まつりを開催して０３九州PToOT合同学会に参加して～理学療法士､作業療法士とは？～

04第23回全国介護老人保健施設大会in沖縄０５学会｡研修会報告06-07地域連携室通信

08敬老会を企画して０９嬉野川河川敷清掃美化活動報告｡人命救助活動に対する表彰｡100歳のお祝い

１０｢みどり保育園運動会｡収穫祭､ばんざ一い!!｣１１オリーブカフェ＆ギャラリーからのお知らせ

１２診療担当医師一覧表｡友朋会の理念
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第43回友朋会秋まつりを開催して

大会運営委員長納所香

友朋会の歴史の中で､これまでは大運動会としての開催しておりま

したこのイベントを心機一転､より患者さま､地域の皆様､職員に楽し

んで頂けるものにすべく、この度より｢友朋会秋まつり」と題してリ

ニューアル致しました｡患者さまの高齢化に伴い､移送などの課題があ

る中で競技内容等の検討を繰り返して参りました。

運動会の中に盆踊り､的要素を取り入れる検討を行い､午前中は運動

会競技を実施､午後はイベント(職員選抜の面浮立､ボランティア)･出

店･ゲームと趣向を凝らし企画致しました。

一昨年､昨年と企画はしたものの､天候等の諸事情により開催中止と

なり､今回2年ぶりに開催となりました。

１０月２０日土曜日の大会当日！今年は晴れました。

さわやかな秋の晴天にも恵まれ､午前中は運動会の競技で気持ち良

く汗をかき､午後はイベントの職員選抜の面浮立､ボランテイアのフラ

ダンスの披露､また食品の出店､ゲームコーナー等と充実した内容であ

りました｡特にフラダンスに関しては､大変好評でありました。

参加者数はおよそ370名｡楽しめて頂けたのではないかと思います。

企画を変革し初めての取り組みで至らない点もございましたが､次

年度以降も運営委員一同で検討を重ね｢秋まつり｣患者さまは基より、

地域の皆様､職員に楽しんで頂けるようにして参ります。

、風だより７３号２０７２
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九州ＰＴ･ＯＴ合何学会に参加して
～理学療法士､作業療法士とは？～

理学療法科宮崎亮太

第34回§瀞)ま１１月１７日～１８日に行われた九州ＰＴＯＴ合同学会に参加して

たので報告させて頂きます。

1度行われる九州PTOT合同学会は今年は長崎県の長崎ブﾘｯ九州震蕊

今回は１１月１７日～１８日に行われた九州ＰＴＯＴ合同学会に参加して

きましたので報告させて頂きます。

毎年1度行われる九州ＰＴＣＴ合同学会は､今年は長崎県の長崎ブリツ

クホール､長崎新聞文化ホールで行われました｡各県の持ち回りで開催さ

れる学会なので､去年は沖縄､来年は熊本､再来年は佐賀県で開催されま

す｡学会の概要としては､基調講演や教育公演､市民講演､口述発表､ボス

ター発表などがあります｡今回の講演では､｢WiiFit｣トレーニング監修者

の生活習慣予防に対する講演やうつに対するリハビリテーションなどの

講演がありました。

いきなりですが､みなさんはＰＴ(理学療法士)､ＯＴ(作業療法士)とはど

のような職業かご存知でしょうか｡イメージとしては｢リハビリをする人

たち｣､｢マッサージをする人たち｣だと思います｡我々が行うリハビリ

テーションとは､第１次世界大戦で負傷した戦傷兵を職業復帰させること

を目的に行われていました｡そして1965年(昭和40年)､日本で理学療法

及び作業療法士法による定義が作られました｡ここでは理学療法士のみ

の説明をしたいと思います。

ノ

理学療法及び作業療法士法による定義理学療法士

対象 身体に障害のある者

目的 対･象となる者の基本的動作能力の回復を図る

手段
対象となる者に治療体操その他の運動を行わせること､および電気刺激･マツ

サージ･温熱･その他の物理的手段を加えることである。

※この対象､目的及び手段の3点においてこの定義に当てはまらない行為は理学療法とはいわない

これだけでは難しいですよね｡噛み砕いて解説すると､目的の｢基本的動作能力｣とは寝返り､起き上がり､座位､立ち

上がり､立位､歩行などの人間にとって基本的な動作ことをいいます｡これらの能力を向上させるために用いる手段が、

関節可動域運動や体操､物理療法(ホットバツク､アイスパック､超音波､牽引など)なのです｡これらのことを理解し､き

ちんと行っていないと理学療法とは呼べません。

話しは戻り､今回学会に参加した理由が3つあります｡１つ目は以前勤めていた職場の先輩の口述発表を聞くため｡２

つ目は来年の発表のための下見｡３つ目は新地中華街で中華を堪能する１３つ目は不純な理由ですが…

学会には約500人以上のＰTDTの方々が参加しており､皆さん興味のあるセッションに自由に参加します｡今回私

もいろいろなセッションに参加したのですが､特にポスター発表では短い時間で､中身のあるディスカッションが出来

たのではないかと思います｡またスポーツ分野のポスターには最近の知見がたくさんあり､我が友朋会野球部にも今回

身につけた知識を還元できると思います。

今回の学会に参加して､－番感じたこと｡それは｢患者さまのために｣常に向上心を

持って自己研鐙していかなければならないということです｡当然と言えば当然です

が､患者さまの能力や症状は日々変化し､それを感じ､最適な治療を行っていかなけ

ればいけません｡そのためには､それに対応できるような経験と知識が必要であり、

自己研鎖していかなければなりません｡同時に現在１０万人を越えている理学療法士

の中で､生き残っていくためには患者さまを治療出来る能力が必要であり､さらに患

者さまに信頼して頂けるセラピストにならないといけません｡ちょっと真面目にな

りましたが､要するにとても勉強になりましたということです(笑）

散々真面目な話をしてきましたが､３つ目の目的である中華料理はしっかりと堪能

してきました！新地中華街にある｢江山楼｣で角煮まんじゆう、ちゃんぽんなどな

ど…美味しいものをたくさん食べて､やっぱり学会はいいな～と、しみじみと感じ

たところで終わりにしたいと思います｡拙い報告ですが､最後まで読んで頂き､あり
がとうございました。

風だより７３号２０７２③



朋 寿 苑 作 業 療 法 士 阿 部 数也

平成24年１０月４日５日に沖縄県宜野湾市で第23回全国老人保健施設大会が開催されました｡朋寿苑からは３

名参加させて頂き､うち２名はそれぞれ事例を通した発表(介護福祉士の坂口さんは口演発表､私はボスター発

表)を行ってきました｡会場は沖縄コンベンションセンター(講演)､ラグナガーデンホテル(口演発表､懇親会)､カ

ルチヤーリゾートフエストーネ(口演発表)､宜野湾市立体育館(ポスター発表､福祉､医療機器展示)と４つに分か

れており､移動手段にはシヤトルバスが１０分おきに各会場を行き来していました。

初日に私はポスター発表をする予定でしたので､１日目は宜野湾市立体育館のポスターをメインに見て回りま

した｡認知症短期集中リハ､移動方法､活動､食事動作､排池､委員会活動など様々なボスターがありました｡また、

宜野湾市立体育館の外では､驚くことに沖縄民謡のライブ会場と出店が老健大会のためだけにあり、１日中､いろ

んな沖縄のアーティストの方が出演し､会場を盛り上げてくれていました。

２日目はカルチヤーリゾートフェストーネを中心にリハビリ関連の口演発表を聴きました｡他施設の取り組み

や発表者との意見交換を通して､朋寿苑の今後のリハビリの方向性について考える機会になりました｡２日目の

最後は公開記念講演として脳科学者の茂木健一郎先生の講演がありました｡事前の演題は｢人生を変えるひらめ

き脳～文化や芸術に親しむことの効能～｣であり､芸術についての話が聴けると期待していましたが､講演された

内容は予定のものとは異なり､私が演題を勝手ながらつけさせて頂くとしたら｢健康とは何か｡～人は－人では生

きていない～｣といった内容だったように感じます｡期待していたものとは違いましたが､講演は大変おもしろ

く､会場も笑い声で何度も盛り上がりました｡また､人と人との繋がりの大切さやありがたさを教えて頂き､利用

者様への対応についても考える機会になりました。

今回得た知見を今後の朋寿苑の取り組みに活かし､利用者様がより快適でより自分らしく生活できる心と体と

環境を整えていけるようにしたいと考えています。

第２３回全露介護老人保健施設大会in沖縄

カルチャーリゾートフェストーネ前
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会

1）第５８回九州精神保健学会平成24年１０月２５日､２６日

精神科医長谷口研一朗

九州精神神経学会と合同学会で､大分県別府市のビーコンプラザを会場に開催されました｡当院から､看護部の

中島順一郎さんが｢精神科身体合併症患者を取り巻く主なストレスとコーピングについての実態調査｣という演

題で､医療福祉課の岩根可奈さんが｢標準版家族心理教育を用いた家族教室｢オリーブの会｣の立ち上げ｣という演

題で発表しました｡両名とも堂々と発表を終え､日頃の臨淋､研究の成果を伝えてくれました。

各医療機関での取り組みを聞くことで､我々も刺激を受けます｡当院も他の機関に刺激を与えられる存在とし

て､ますます切嵯琢磨していかなければなりません｡来年度の学会にも日頃の成果を発表できるように職員一同

頑張っていきたいと思います。
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第65回九州精神神経学会会灸

寺尾岳 [大分大学医学部精神神経医学講座教ホ
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２)第１回長崎｡佐賀合同研修会平成２４年１０月２１日
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診療情報管理委員会

診療情報とその管理に関する研修会で､佐賀県診療情報管理懇話会(会長谷口研一朗.当院精神科医長)と長

崎県診療情報管理研究会(会長漬脇正好先生､ＮＨＯ長崎医療センター･心臓血管外科医長)が協力し､佐賀と長

崎が初めて合同で開催しました｡場所は長崎医療センター内にある､活水女子大学.看護学部チャペルで行われ、

長崎､佐賀､福岡を中心に約300人が参加しました｡若手の診療情報管理士による発表や､両会長の医療講演､診療

記録の重要性と医療訴訟をテーマにしたシンポジウムのほか､特別講演では､｢医療訴訟と記録のリスクマネジメ

ント｣と題し､法医学者で日本大学名誉教授の押田茂責先生が来訪され､熱い講演をいただきました。

講演を通し､診療情報の重要性をあらためて認識でき､医療従事者の責任の重さも痛感しました｡診療の質向上

のためにも記録の質向上は重要です｡これからも｢患者さまのために｣診療記録の質向上を目指していきます。
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地域連携室通信

今回は､地域連携室が認知症疾患医療センターと協力し､普

及に努めている認知症地域連携パス『オレンジ手帳_lについて

ご紹介したいと思います。

「オレンジ手帳｣とはく平成23年度日本精神科病院協会により作成されたものです。

認知症の方ご本人やご家族にこの手帳を常に携帯してもらい､かかりつけ医や専門

医療機関､介護保険サービス機関等を利用することで､各施設間の情報共有や医療機関

の診療連携及び介護と医療連携が可能となります｡オレンジ手帳の目標は､｢治療およ

びケアを提供する機関において有意義な情報として活用され､本人が可能な限り早い

段階で確実なサポートを得ることができ､｢住みなれた地域での生活｣が安心して維持

できること｣とされています。

オレンジ手帳
はじめに

様の

地域連携パス

この手帳は
検査や症状の経過､服薬状況､受診予定等の梢報を､ご本人やご家族､かかりつ

け医､専門医療機関､介謹支援専門員(ケアマネジャー)、地域包括支援センター、
介設保険サービス機関､訪問看謹ステーション等で精報を共有し､連携をとりなが
ら､円滑な治療や介謹を行うための｢地域連挑パス｣です｡ご本人及びご家族の方
は､この手帳を常に携帯しながら､医療機関の受診､介護保険サービス機関等の利
用を行っていただきますようお願いいたします。

この手帳は次のような内容になっています

［基本]地域辿挑同意書．．．．．．．

［わたしのプロフィール]．．．．．．

［問診表］

［認知症進行度チェック表]．．．．．

［認知症進行度チェック表解説］

［現在治療中の合併症と治療薬]．．．

［検査の経過と治療薬]．．．．．．．

［要介謹状態区分等]，．．．．．．．

項目：１．２（青色）

項目：３．４（桃色）

項目：５（黄色）

項目：６

項目：７

項目：８

(赤色）

(赤色）

(緑色）

開 始日平 成 年 月 日
各ページに誰が記入するのか､色別で明示してあります
※但し､上記は原則であり､上記以外の方が記城して頂いても構いません

医旅機関を受診する時､介護保険サ､-ビス機関を利用する時は
必ずこの手帳を篭お出しください。

〆
′

、

●青色＝基本（同意書）本人・家族・各関係機関用

、桃色＝本人・家族用

●黄色＝家族・介誰機関川

●赤色＝医療機関用（かかりつけ医・専門医療機関）

Ｑ緑色＝介誰支援専門員（ケアマネジャー）用 １

⑥風だより７３号２０７２
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4．日中慨眠５.興弼０.逼圃心､理欲低下 ４５６

認知症進行度チェック表基本 １ (家族･介謹擬閲用）５

医療機関

意害＞く同 ※３～６ヶ月毎を目安に記旺ＩＨＩ始時

既知症巡行度チェック表解説を参感して下さい年月年月

敵圏する項目｜逮択肢（あてはまる番号を選びﾁｪｯｸ楓に○印）ﾁｪｯｸ楓ﾁｪｯｸ掴設問での必要な情報の交換､惜報提供とパスの適応に同意します｡各施

ここ敗ヶ月川
の型化傾向

1 ． あ り Ｚ _ な し ３ ． 不 明 ２３ ２３

肥

憧ご本人 】･鮫分前~欧闘間２亀裂龍ａときどき忘れる前のｍも這れている
Ｚ３ ２３

過去の出来叩

に対して １．若い頃のこと２零W¥龍ａときどき忘れるも忘れている

2.逗欲が出てきた

2３ Ｚ膝,

ご家族 (続柄：）
自力歩行 Ｌ で き な い ２ － 霊 介 助 ３ ． で き る ２３ ２３

賂

１.外出なし堅蕊慧乱'人で可臆外出状現 ２３ Ｚ３
行
効

Ｔ副‘（
金陛儒理 I‐全介助Ｚ一墓介助３.不明 ２３ ２３

蚕の内因 T ， 全 介 助 ２ － 富 介 助 ３ ． で き る

成年後見制度
２３ ２３

(種類：）
１－全介助２．－島介助３.なＬ酋率介踊の必要侭 ２３ ２３

l､こし：

食
耶

1立品にﾘの立宰亘 1．減少帆向２－変化なし３－食べすぎ額向 ２３ ２３

TEL（ ）
１日の水分型 1．減少傾向Ｚ変化なし３．とりすぎ甑向 ２３ Ｚ３

$りつけの医療機関＞くか力
１ － 全 介 助 ２ － 認 介 助 ３ － な し換五介助の必亜位 ２３ ２３

医療機関療機関 連絡先連絡先 主治医 ト
イ
レ

味･便失舘 １ － あ り ２ た ま に あ る ３ ． な し ’Ｍ’ ２３

おむつ便川

【艇パンツ含〕
1.稀時使用１査問のみ使用３．なし ２３ ２３

入珊介助の必要tＩ １－全介助２_一部介助ａなし ２３ ２３
圏
呂

ＴＥＬ：

入浴拒否 1．あり２_たまにある３．なし ２３

介助の必要性 全介助２－部介助３．なし ２３
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脱

【・あり２．たまにある３－なし田の前袖駐間向える ２３ ２３

ＴＦＩ， ボタン １ ． 全 介 助 ２ － － 部 介 助 ａ で き る ＭＨ,

他の症状の砿翌 １．誹画Ｚ幻覚妄理３.夜間不醒 ２３別３

T医療機関

鋤
一
ｍ

○｢断血圧

１
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３３
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記載者

関係

４５６

ⅡⅡ肥』1N】luIl』別ⅢIBW八1

亘療機関 連絡先 主治医 7．火の不始末B･不霊行為９.異食行酋 ７８９ ８９

介鰻希の方の印象 1．表情が良くなり穏やか1コ藍った

|荷閉する頭目｜湿択肢（あてはまる番号客蚕びﾁｴｯｸ瓢に○印）

凸 ２

3.一厘言ったことを凝り返す回数が減った

※３～６ヶ月毎を目安に記戦

腿知症巡行1度チェック表解説を参感して下さい
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luEIp
４－以前と変わりない 四

尾
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5．悪くなった 崎
間
印

記載省

関係

l､こし：

Ｏ甲状腺
機能低下症 釧師ＭＲＩ

現在治蕪中心合併症と治癖熊 儲披｡Wつl涯加６ ｌ
『
■
虎
０ の経過と治療薬黄査 叩唖猿塵咽･地軸罰】腫叩７

疾患名 処方薬 医療磯関名 発症I昨期：平成年月ごろ例)専門医､かかりつけ医:１年毎に記載の珊合

～聯剛鯛年月’(6ケ月後）年月’１かかりつけ蝉晦隅：

圃

像

検
在

有・窯・不明

○概尿病
lと神川スケール ／３ｍ Ｋ陣脊商齢行１１希生湘『I立腹動

ＭＭＩＦ５１・ ３， 凹立Ｊ１Ｊ２Ａ１鰹ＩｊｌｌＩ２Ｃ１ｐ

有・祭・不明 ステージ く認知症断齢行の、常生活1.1立唯＞ＦAIP;・Ｉ

えぉミク｝ 衆／済

pllfl頗紫口蝋爪姓口後馴雄口側ｊｎｎｉ

口腹Ⅲ縮口彼郁好状向□その他（

雁／所〔､出講なし。異常）Ｉ拒／渋（出席なし。出柄）

、欧紙／翫（ｍｇ／〔１１）未／箭（ｍ魁／ｄＩ）

断前未／済（異常なし・兄常）未／済（災備なし・災常）

111状脇樋催米／済（拠常なし．異常）未／済(異術なし･〉１４稀)

VIBI衆／済(出常なし｡典儲》未／済(拠爺なし｡出舗）

ＶＩｌｌ２雄／済（出希なし．異希）糸／済帆希なし。災常）

血 ｣正／／

心地図求／済（災常なし・異常）米／済（兇希なし．ｙ蹄）

酬郁CTﾙﾐ／済口虚血性変化口蕎縮(》現在の揃状燈牧皿倣

血
液
強
布

有一義・不馴

○心臓疾患

有・雲・不明
○脂質

異講症

駒.ｌｍＣ~Ｉ 稲／折口雌血性変化口祷繊【

□その他（有・無・不明 ＜澗期紀慨＞

fﾐ／流口避蝿祁勤IIz～ＩＩｚ

ｐその他（）

○粘神疾患

催／涜１－７１階ＩｈＨ二驚化口祷編（ 口間躯なし□'1MＭあり

旦室の(哩Ｉ 運凹話の鰹忠決定を『『うための出加障〃。

prIyf

脳波

海叫・海蝿傍lい】付近の醤緬の狸麿:VSHAn
荷・窯・不明

.■1いくらか川面
○脳卒中

心 筋 シ ン チ ｜ 恭 ／ 済 典 細 り 〕 惟 下 口 有 口 無 口見作りが必哩

。央亜１謝勧錐央函・蛎弛性失砺）

○頭部外傷

Ｕ判断できない

有・窯・不明 (血斑低ＦｉｍＷ） 唾1.1分の慾,ｕの伝述鯉〃芽

口伝えられる

風だより７３号２０７２，

ＢｌＪＳＤ

【剛辺症状）

ロいくらか1M匙

口臭体的要求に限られている

口伝えられない

□なし口基〃口基言口幻覚ロ妄辿

ロ抑うつ口不安ﾛ俳掴□せん妄ﾛ拒絶

．不潔行鈎口睡眠陣曹ロ介護への抵抗

口災食口性的問題行動

□その他〔）

有・窯・不明
神経症状

ロなし口器〃口必菰口幻党口塞ｊＵ

ｐ抑うつ口不安ロ俳掘□ぜん妄ｒｌ娠抄

口不潔行２３口U錘韓杏口介蔑への抵抗

口異食口性的卿皿行動

■jその他〔

．爽撤１Ｗ金作墾袖・で託欠I了・IX念運動性失行】

」欠型lfulUE里･刊暁央里■色詠天津･型密画主割

Ｉ

治旅薬

(合併捉含）

シール貼付町

○その他

オレンジ手帳を広く普及させ､地域で生活する認知症の方がより良い医療や介護サービスを受けることができ

るよう認知症疾患医療センターと協力し支援を行っていきたいと思います。

作成者:諸隈望山崎二美作成責任者:正司吏臣

埋近の凹来球
に対して

'’
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も の わ す れ メ ン タ ル ク リ ニ ッ ク 担 当 者 森 田 陽子

⑧風だより７３号２０７２

平成２４年９月１２日に敬老会を実施

しました｡敬老会は､人生の大先輩であ

る利用者さまに日頃の感謝の気持ちを

伝える日としてとても大切にしている

行事です｡毎年趣向を凝らした企画を立

てて実施しています。

午前中は､｢記念の絵付け体験会｣と称

し､素焼きの皿へ絵付けを行って頂きま

した｡相談しあったり､描いた作品を見

せ合う等の交流も自然と生まれ､和やか

な雰囲気の中で､絵皿が作成されていま

した。

昼食は､－年で最も豪華な食事｢長寿

の祝い膳｣｡豪華な料理と盛り付けに｢結

麗｣｢美味しい｣と大変好評で､ゆっくり

と会話を楽しみながら召し上がってい

ただきました。

２１

Ｉ

噸
ｐｈ

午後は式典の会場を作り、８５歳以上の方は胸にコサージュをつけ､８０歳以上の利用者さまには表彰状の授与

を行いました｡深々とお辞儀をされながら賞状を受け取られ､とても厳粛な雰囲気の中進められました｡中には目

頭を熱くされる方もおられ､その姿に職員一同胸が熱くなりました｡その後は恒例の職員による演芸となります。

今年は｢アメージンググレイス｣の二部合唱、トーンチャイム(ハンドベルの－種)の演奏を２曲､そして演劇を披

露しました｡演劇は皆さまが最も楽しみにされている為､毎回職員の力も入ります｡今年は利用者さまに大変馴染

みの深いラジオドラマ｢君の名は｣を職員が作ったオリジナル脚本により行いました｡有名スターやマジシヤンと

して変装をした職員が登場し､演技を行いました｡皆様大変喜ばれ､デイケアの中が笑いの温かい雰囲気に包まれ

ました｡日頃感情の表出が少ない方も楽しそうに笑顔をみせられていた姿が大変印象的でした。

演芸や記念品の準備等とても大変ではありますが､利用者さまの喜ぶ姿を見られる事が職員の－番の喜びであ

ります｡皆様からの｢楽しかったよ｣｢ありがとうね｣などねぎらいや喜びの感想､また活き活きとした表情から満

足して頂けたのではないかと感じています｡来年も創意工夫をしながら利用者さまお－人おひとりに喜んで頂け

るようなプログラムを立案し､感謝の気持ちを伝える会｢敬老会｣を実施していきたいと考えております。
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、
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看護部東2病棟の吉武克彦師長が去る８月３日(金)に塩田中学校でPTA活動

中に倒れられた方をＡＥＤを使用して人命救助活動に貢献されました｡その

功労を称え１１月２日(金)に谷口嬉野市長より表彰を受けられました。

嬉野川河川敷清掃美化活動報告
:。

二

Ｆ
Ｌ

地域美化･ボランテイア活動部門委員長石橋節子

１０月６日(±)午後より友朋会職員及び関連企業職

員約300名による嬉野河川周辺の清掃活動を実施い

たしました｡当日は天候にも恵まれ暖かい日差しの

中で気持ちの良い活動ができました。

地域に根ざした病院作りの一貫として､美化活動

を通し地域に貢献することを目的に友朋会職員とし

て､ボランティア精神を持って活動を行ってきまし

たが､活動開始前に思いがけず谷口市長からの感謝

の言葉を頂き身が引き締まる思いとなりました｡今

後も地域に貢献できるような活動を実施し､職員一

人一人がボランティア活動に対する意識向上に筆げ

ていけるよう努めていきたいと思います。

、

Ｆ
Ｌ

風だより７３号２０７２⑨

人命救助活動に対する表彰

100歳のお祝い

９月１２日(水曜日)西3病棟の北川ハツエ様､朋寿苑の中島サノ様へ野田佳彦内閣総理大臣よりご長寿

(100歳)お祝いの記念品贈呈式が行われました｡当日は嬉野市の谷口市長から贈呈がありました｡当会

職員一同も心よりお慶び申し上げます｡これからも元気に長生きして下さい。



可
４

Ｆ
Ｌ んざ一いⅢま｢みどり保育園運動会･収穫祭､Ｉ収

保 育 園 橋 村 由 起 子 赤 堀直美

平成２４年１０月１４日､友朋会みどり保育園運動会･収穫祭が行われました｡天候を心配していましたが､子

ども達の願いが届き晴れ！日差しもそれほど強くなく過ごしやすい－日の中､盛大に行われました。

今年は年長児が３名｡院外講師の山田真理子先生のご指導により畑で農作物をつくり､育て､収穫することか

ら､命の大切さを学び､生き抜く力強さと感謝の心を育てる保育に取り組んでいます。

運動会･収穫祭では､夏の間たくさんの夏野菜を収穫し､その野菜の命を頂いて､子ども達の命のパワーにかえ

させて頂いたことに感謝することを､ご家族の皆さんの前で表現しようと思い､全クラスの園児で取り組みまし

た。

運動会は､競技に野菜の収穫や畑にちなんだ内容にしたり､畑の守り神になりきって面浮立を踊ったりしまし

⑩風だより７３号２０７２

た｡収穫祭では､野菜を育てて体験した想いやエピソー

ドをもとに役柄を作り､のびのびとした個々の自由表現

を楽しみました。

最後は､｢豊作の踊り」を踊り､園全体が－つになって

収穫祭ではお急こしを担いで椴露｡野蒸の色

や形をよく観察し､新聞紐と和細を使い時間

をかけて作りましだ｡畑の守り神様は年屋児

ガ.陶器で一人一つずつ作り想いを込めだ事を

発表しましだ。

○＠

自然の恵み･命の大切さを子ども達一人一人が楽しみな

がら味わうことができました。

画

畑の豊作を祝って面浮立を踊りましだ。

かっこよく踊れましだ☆

咽
》
－
１

州
Ｊ
露・

浄

試
処

一
細
；
Ｌ
心

購
匙

お父さんガ．､ネキリ虫とニジコウヤホシテン

トウ虫役をしてくれましだ｡象んなで､やっつ

けるき－！！お一つ！！



ｎFood

"1M鵬
オリーブカフェ＆ギャラリー

ｵﾘー プｶﾌｪ&ギｬﾗﾘー ガらのお知らせー

オリーブカフェでは皆膳のご蓉望にお応えしまして､１０月より日蓄わりランチを

始めましだ｡ワンブレートのセットなどワンコイン(500円)でご用意しています。

鞠量限定ですので､早めに電話などでご注文いだだければ幸いです｡まだ､定雷メ

ニコーにはハヤシライスが復活しましだので､こちら宅是非お試しください。

営業日：月～金(祝日は休み）

営業時間：１０:00～１５:００

電話：０９５４－４３－０３３０

（内線１１００）

回HoiD『iml《；団〔01dD『ｉｎｋｉ団DeSSe『ｉ
温かい飲み物：冷たい飲み物： デザート

450

300

ホ ツトコーヒー１００：アイス コ ー ヒ ー １ ５ ０ ：
エスプレッソ１５０：アイスティー１５０：

カプチー ノ２００：アイスカフェラテ２００：
⑨ ｡

キャラメルカプチーノ２５０：アイスカフェモカ２５０：
カフエモカ２５０：アイスキャラメルラテ２５０：
抹茶ラテ １ ５ ０ ： ア イ ス 抹茶ラテ１５０：
紅茶１００：-L，、,書､,_､聯弓，に、：100§ｵﾚﾝジジｭｰｽ１５０： ミニケーキ１００

②』_少Ｉ一Ｐ－ＩｌＱｈＤへ､－Ｔｒｎ⑨ 種類は時々入れ替えています
５グレープフルーツジュース１５０５…w､吋'Yハイし百'ＬＬし1由ショーケースを確認ください

｡

シシリアンライス５００
(スープまたはドリンク付）

風だより７３号２０７２⑳

アツブルジユース１５０：
⑧

、

⑨ ｡

Ｃ Ｑ

｡ ｡

⑨ － － ⑥

： アイスクリーム１００
チョコ･ｷｬﾗﾒﾙｿー ｽが選ぺます

：

： アフォガード２００
③ （エスプレッソかけ）
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一
一

＃
１
１
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ホットサンドセット

ホットサンド単品

。
。
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回
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回
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回
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回
り
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、
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］
。
Ｃ
Ｏ
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ｃ
③
。
［
】

日替リランチブレート５００
(プラス100円でスープまたはドリンク付）

ハヤシライス５００
(スープまたはドリンク付）

。 ｡

⑨｡

｡｡｡⑨③○0｡｡｡｡0，｡｡⑥⑤｡｡｡､⑨⑥⑤⑨｡⑥､｡｡｡｡⑥回⑥｡。｡｡｡⑨｡｡⑨｡③⑥⑥○回⑥｡｡｡｡｡回⑥｡｡｡｡｡⑥⑥⑥､｡｡｡⑥｡｡｡②｡｡。。｡｡｡回。⑥｡｡

サンドイッチセット

サンドイッチ単品

′テイクアウトもできます。、

(ランチプレートは店内のみ）

電話注文も承っていますので

気軽にお電話ください。

セットにはスープ､ドリンクが付いています。ドリンクはコーヒー(ホット･アイス)､紅茶(ホット・

アイス)､オレンジジュース､アツプルジュース､グレープフルーツジュースから選ぺます。フードメニュー
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『患者さまのために』

』

友朋会の理念

日本医療機能評価機橘

』 Ｌ

基窓方針 職業倫理に基づく行動指針日
目
目

１患者さま－人ひとりの立場になって､提供すべき医療･福

祉を考え実践する

２愛情のある医療･看護･介護･リハビリ･福祉を実践する

３患者さまの退院支援･生活支援･就労支援において更な

る向上を図る

４芸術療法を実践する

５治療空間としてアメニティーを重視する

６地域に必要とされる医療を実践する

７認知症への取り組みにおいて地域のリーダーとなれるよ

う努力する

８児童･思春期の精神医学分野においてその専門性を高

める

９院内におけるチーム医療および地域の関係諸機関との

連携を強化する

ｋｌＯ医療従事者として自己研鐙に精励する
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１患者さまの自己決定権を尊重する

２患者さまが自己の情報を知る権利を保障する

３患者さまがセカンドオピニオンを求める権利を保障

する

４患者さまに安全で質の高い医療を提供することに最

善を尽くす

５患者さまに医療的な説明を十分に行う

６患者さまに治療に関する同意を確実に得る

７患者さまの｢基本的人権｣を保障する

８患者さまの尊厳を保つ

９患者さまの終末期医療について理解を深め､その実

践に努力する

１０患者さまの個人情報を守る

0954-43-0157

0954-43-0003

0954-43-0194

0954-43-0233

0954-42-2900

0954-20-2531

0954-43-0157

0954-43-0249

0954-43-0255

0954-43-7550

092-534-5151

ヴンテ平尾3.4Ｆ

医及

伊嬉野温泉病院

、認知症疾患医療センター

、リカバリーセンター｢ほほ笑み」

、老人デイケアセンター

、介護老人保健施設朋寿苑
、友朋会介護サービスセンター

、グループホーム千寿荘

、就労支援センター「希望」

Ｄ地域連携室

、小規模多機能ホーム「孝心の里」
、ものわすれメンタルクリニック

〒815-0082福岡市南区大楠2-19-20ピュアドームエ！

Ｌ

k診療時間◎月曜～金曜

◎午前の部／830～12:30(第１土曜８:30～12:30）◎午後の部／13:30～17:００※ただし､水曜､金曜の眼科外来は10:00より開始

ド休診日／第2.3.4.5土曜､日曜､祭日､年末2日､年始3日間

*予約診療／待ち時間短縮のため､予約診療とさせていただきますbただし､新患､急患の場合は随時受け付けますｂ
日曜診療は精神科第２､第４日曜の午前中に予約診療を行っていますｂ

平成２４年１２月１日現在

【診療科の紹介及び診療担当医師一覧表】表
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医療法人財団友朋会
〒843-0394

佐賀県嬉野市嬉野町大字下宿乙1919

電話:0954-43-0157

ＦＡＸ:0954-43-3440

E-mail:infb＠yuhokai・com
URL:http://www・Vuhokai・com／

*眼科の診療時間◎月曜日午後のみ１３:00～１７:００．水・金曜日午前１０:00～１２:３０午後１３:30～１７:0０

億診療科

精
神
科

内科

泌尿器科

透析センター

眼科

整形外科

皮膚科

新患

再来

精神科・般

もの忘れ

ﾘカバリー

思春期

午前

午後

月

高
口
巻

菅
谷
藤

吉本･中山

谷口

冨松･三根･菅高

松
尾

冨
松

榎

忌冨

事前連絡

江原

崎戸(１３時～）
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火

根
本

一
二
垂
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松尾･中;.！

田中

谷口

藤巻

竹下

江原

事前連絡

江原･井上

－，－ｰ.

－－

－－

水

谷[Ｉ

菅高

田中･谷口

谷口

中山

奥

岡本

邑函

事前連絡

江原･井上

崎戸(１０時～）

～

言－－

木

冨松

奥

松尾･田中

－，－

吉木

中山

林原,榎

江原

事前連絡

江原･井上

－－

～

.､～

金

奥

松
巻

冨
藤

吉本･松尾

弓～ﾛq～

根
高

三
菅

跡上

倉冨

事前連絡

江原･井上

崎戸(１０時～）

非常勤医師
(１１時～）

土

担当医

予約者のみ

非常勤医師

予約者のみ

～

井上
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～

非常勤医師
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